
Ⅰ．迅速性と確度を踏まえた予測情報の分類と利活用方法の検討
○課題①への対応 ・予測情報の迅速性と確度の観点から、予測情報を３つのカテゴリーに分類

・３つのカテゴリーごとの予測情報の利活用についてとりまとめ

はじめに
○「長周期地震動に関する情報検討会平成28年度報告書」を踏まえた「多様なニーズに対応する予測情報検討ワーキンググループ」（WG）の開催経緯
・長周期地震動の予測情報は「警戒・注意を呼びかける予測情報」と「多様なニーズに対応する予測情報」が必要
・後者は民間の役割が重要であり、事業者が提供する予測の信頼性を担保するとともに情報が広く活用されるような枠組み作りの推進が必要
⇒ WGを開催し、利活用方法、予測技術、利活用にあたっての留意事項などについて検討・検証
○WGの検討課題
課題①：予測情報の利活用方法の検討、 課題②：予測技術の検討、 課題③：実証実験の実施

【利活用例】
・エレベーター制御
・的確な館内アナウンス
・誘導要員の緊急配置

【利活用例】
・ ビルの健全性の応急診断
・揺れの収束の判断
・エレベーター点検･復旧

Ⅱ．予測技術の検討
○課題②への対応（予測技術の体系化、即時予測技術の開発事例を紹介）
震源と観測データそれぞれを入力とし地震動及び高層ビル等の揺れを即時に予測するまで
の予測技術を既存技術の組み合わせにより体系的に整理。技術開発・適用事例を検証

【利活用例】
・身の安全の確保
・不安感の低減
・混乱回避

長周期地震動に関する情報検討会 多様なニーズに対応する予測情報検討ワーキンググループ報告書（概要）

Ⅳ．まとめと今後に向けて
多様なニーズに対応する予測情報の利活用方法と予測技術を体系的に整理し実証実験等を実施。本WGの成果を踏まえ、以下の取り組みが必要
・気象庁による国民にあまねく警戒・注意を呼びかける予測情報（警報・予報）の実現
・長周期地震動の情報を広く社会に役立てるため、民間事業者による予測情報を安心して利用することが可能となるような仕組みの構築等の検討
・今回整理した予測情報の社会実装に向け、今後さらに具体的な検討・検証を進めるための実証実験の拡大・継続

Ⅲ．長周期地震動の予測情報に関する実証実験
○課題③への対応
気象庁と防災科研が共同で以下の２種の実験を実施し、
情報の提供サービスの有効性を確認
・リアルタイムに予測値等を表示する「長周期地震動モニタ」
・予測結果等を機械処理可能な形式で取得・利用主な出力入力 伝播の影響・地盤の影響 構造物の解析

カテゴリー２
（震源）

カテゴリー３
（観測データ）

波動場の理論、
伝達関数

距離減衰式、
ＤＢ方式など

応答スペク
トル法、
時刻歴
応答解析

予測技術の体系的な整理

各階における各種指標
（加速度・速度など）

揺れの到達予想時間、
長周期地震動階級

（絶対速度応答スペクトル）

気象庁

予測データ

観測データ

WG委員等
実験参加者

一般参加者

WebAPI

長周期地震動モニタ

防災科研

防災科研
観測網 実証実験のイメージ

・国民にあまねく警戒・注意を呼びかける予測情報 ・利用者のニーズに応じた地点や高層ビル各階の予測情報
・カテゴリー１より確度が高い
・カテゴリー１の入手が前提のためカテゴリー１より後に提供

・リアルタイムの観測データを利用した予測情報

・観測された地震動をもとに作成するため、精度は高いが猶
予時間は短い場合あり

カテゴリー１
（気象庁の警報・予報（計画中））

カテゴリー２
（カテゴリー１の震源をもとにした事業者の予測情報）

カテゴリー３
（カテゴリー１及び観測データを用いた事業者の予測情報）
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